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技 術 概 要 
 

技術名称 
自立強度型 圧力管更生 

チューブテックスR工法 

担当部署  

担当者 立松圭介 

NETIS登録番号 KT-220087-A 電話番号 045-465-6859 

会社名等 RTI JAPAN パイプソリューションズ (株) MAIL japan@rti.eu 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 
 

・耐用年数が過ぎた管路 

・老朽化＝漏水、圧力低下、陥没の危険性 
 

⇒従来技術：開削による「布設替え」(更新) 又は 

内面に表面被覆材を接着する「被覆材管内装着工法」(補修) 

   (課題)強度・耐久性は、既設管の残存強度・寿命に依存 

      水道施設設計指針では 

「新しい機能に回復するわけではなく…暫定的な方法」と規定 

非開削では更新可能な工法が存在していなかった 
 

⇒既設管の残存強度・寿命に依存せず、新管同等の自立強度と耐震性を有する 

非開削の更生工法が必要 

 
２．技術の内容 
  

・更生材だけで外圧や内圧に耐えられる材料構成とした非開削の更生工法 

  既設管の残存強度・寿命に依存せず、新管同等の自立強度と耐震性を有する更新が 

可能となる 

 
３． 技術の効果 
 

① 品質 ： 既設管の残存強度・寿命に依存せず、新管同等の自立強度に更新可能 

     ⇒開削が困難な管路で「更新」が可能 

     ⇒補修に比べ、長寿命化、維持サイクルコストの削減に寄与 

 ② 安全性：レベル２地震動にも対応できる耐震性を確保 

 ③ 工期 ：開削による布設替えに比べ工期が短く、交通規制や建設廃棄物も削減 

 
４．技術の適用範囲 

① 適用可能な範囲 

・曲がり管路(30°以下)又は、曲がり管路(30～90°)で半径が管径の5倍以上 

・呼び径150mm以上、1200mm以下の管路 

② 特に効果の高い適用範囲 

・開削が難しい場所で老朽管路の長寿命化や耐震化を図りたい場合 

（軌道下および交通量の多い道路下、河川堤防下、水管橋、山間部、急傾斜地など） 

③ 適用できない範囲 

・曲がり管路(90°を超えるもの)又は、曲がり管路(30～90°)で半径が管径の5倍未満 

・呼び径150mm未満、1200mmを超える管路 

④ 適用にあたり、関係する基準およびその引用元 

・水道施設設計指針2012 (日本水道協会) 

・水道施設耐震工法指針・解説2009 (日本水道協会) 

・JWWA Z 108: 2016「水道用資機材 -浸出試験方法-」 
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 ５．活用実績（2023年9月30日現在） 
 

・令和２年度 静岡県企業局 

静清工業用水事業袖師線 配水管布設替工事(第2工区) 銀座通り管更生工区間 

Φ600 x49ｍ 交差点横断管 

特記仕様：更生工の施工時間 15時間以内(お盆の定修期間での断水) 

(洗浄工～更生工～検査、既設管の切断・再接続は含まず) 

 

・令和５年度 川口市上下水道局（10/30 予定） 

改良第45号神根地区 導水管更生工事 

Φ250 x11ｍ  

 
 ・欧米での施工実績：年平均 およそ 47 km 

６．写真・図・表 
 

① チューブテックス更生管 

 
 

② 自立管としての耐外圧強度 
   

呼び径 

(mm) 

土被り 

(cm) 

発生応力 

(MPa) 

許容曲げ応力 

Sf=2.5 (MPa) 
判定 

たわみ率 

(%) 

許容たわみ率 

(%) 
判定 

200 

 60 9.1 

28.8 〇 

3.66 

5 〇 100 7.1 2.83 

200 6.9 2.76 

400 

 80 9.2 

28.8 〇 

3.30 

5 〇 100 8.4 3.00 

200 8.2 2.92 

600 

100 8.6 

28.8 〇 

3.01 

5 〇 150 8.4 2.94 

200 8.4 2.94 

800 

120 8.6 

28.8 〇 

3.12 

5 〇 160 8.2 2.98 

220 8.4 3.06 

 

③ 耐震性 照査結果 
 

口径 

(mm) 

耐震 照査結果 許容値 判定 

レベル1 レベル2 レベル1 レベル2 レベル1 レベル2 

300 0.3707 % 0.8125 % 0.6 % 1.2 % 〇 〇 

600 0.2993 % 0.7393 % 0.6 % 1.2 % 〇 〇 
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チューブテックス 工法
自立強度型 圧力管更生

～老朽化した圧力管路の強度を復元～

®

RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社

1RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社

水道管路の現状

管路更新率管路経年化率

出典：水道統計（施設・業務編）（公社）日本水道協会

経 年 化 率 が 上 昇 し て い る が 更 新 率 は 1 ％ 弱 で 低 迷 し て い る 状 態

１
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2

管路更新の課題
課題１： 現状は開削しての敷設替えが大半のため、

工期も費用もかかる

課題２： 開削できない箇所が多く、後回し状態

・国県道下などの交通量の
多い箇所の横断管路

・狭隘地での管路

・水管橋の管路

・河川及び水路の
横断管路

・軌道下などの
横断管路

3

RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社 3

開発のコンセプト
１： 耐用年数が過ぎた管路が

多数存在

２： 老朽化が激しく、漏水や
圧力低下、陥没の危険性大

３： 効率的・経済的な非開削化が不可欠

自立強度を有する、
圧力管路の更生工法が必要に！
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RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社 4

チューブテックス 工法の登場
チューブテックス R（TUBETEX R）工法 （自立強度型更生工法）® ®

製造と施工に20年以上の実績を有する、自立強度を有する反転工法で、
水道管・農業灌漑用水管および工業用圧力管に使用できます。

構 造 ライナー材（ガラス繊維強化マット＋フェルト層）＋エポキシ樹脂
適応分野 圧力管路（水道・農業灌漑用水・工業用水）
適応管径 150mm～1200mm
設計圧力 0.6MPa（Φ1200）～1.9MPa（Φ150、200）

チューブテックス W（TUBETEX W）工法 （ライニング型更生工法）® ®

製造と施工に30年以上の実績を有する、継ぎ目のない織物更生工法で、水道管・農業灌
漑用水管および工業用の高内管（高圧管）に使用できます。

構 造 編み上げホース+エポキシ樹脂
適応分野 圧力管路（水道・農業灌漑用水・工業用水）
適応管径 300mm～1000mm
設計圧力 最大4MPa

®

５

5

更生材の構成
® ®ライナー材の構成

® ®

ライナー材（ガラス繊維強化マット+フェルト層）+エポキシ樹脂

更生前（反転前） 更生後（反転・硬化後）

ライナー材の材質と機能
項 目 材 質 機 能

内面被覆層 ポリエチレン 水密性を発現する

補強層 ガラス繊維強化マット 自立強度を発現する

含浸フェルト層 ポリエステル 樹脂を保持する

硬化性樹脂 エポキシ 各材料を一体化する
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反転工法とは
® ®1：含浸更生材の挿入・反転

２：蒸気加熱硬化

７

7

チューブテックス の特長
®１：管路強度の更新

既設管の強度に依存しない管体設計により、新管と同等の
耐 内圧・外圧強度を有する

２：耐震性
水道施設耐震工法指針・解説2009で示されるレベル1・2地震動の
歪みに対しても充分、余裕を持った設計

３：通水能力の向上
流量係数の優れた樹脂管が形成されるため、全口径で通水能力が向上

４：赤水、錆の防止
ライナー材が既設管と水とを完全に遮断するために、赤水の発生や錆の
再発生を防ぐ

５：安全な水を供給
水道施設の技術的基準を定める省令(平成12年厚生省令第15号)
第1条17号ハに規定する別表第2に示す評価基準(令和元年5月29日
厚生労働省令第6号)に適合

®
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チューブテックス 工法の特長
®１：安全で環境に優しい工法

有機溶剤を含まないエポキシ樹脂を使用しているため。臭気が少なく、環境
や周辺住民に優しい材料。また、開削による布設替え工事と対比して、
大幅に環境負荷を削減できる工法である

２：経済的な工法
施工条件により、工期・工事費が開削工事よりも大きく削減が可能

３：社会活動への影響が最小限
開削は発進側と到達側の両端部にのみ限られ、交通規制などの社会活動への
影響が最小限

４：開削困難な場所も更新可能
軌道下、交通量の多い道路、水路や水管橋への対応が可能

５：曲がり管路でも施工可能
条件により異なるが5R以上の曲がり部は施工可能

®

RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社

９

9

適用範囲とラインアップ
適応分野 圧力管路（水道・農業灌漑用水・工業用水）など各種既設管に対応可能
適応管径 150mm～1200mm
設計圧力 0.6MPa（φ1200）～1.9MPa（φ150、200）

口径別の施工可能延長（目安）および設計内圧
チューブテックス®工法の施工可能延長は、口径・肉厚によって異なるため、現場条件毎に検討を行います。
（下表は参考値として記載しております）
適応管径

（既設管内径）
（mm）

設計内圧
（MPa）

施工可能距離
（m）

φ150 1.90 100
φ200 1.90 150
φ250 1.89 150
φ300 1.57 200
φ350 1.30 200
φ400 1.17 200
φ450 1.00 200
φ500 1.50 200
φ600 1.20 150

適応管径
（既設管内径）

（mm）
設計内圧
（MPa）

施工可能距離
（m）

φ700 1.07 150
φ800 0.94 125
φ900 0.80 125
φ1000 0.70 100
φ1100 0.60 100
φ1200 0.60 100

※曲がり部がある場合は、施工可能延長は短くなります。
※30°までの曲り部の施工が可能です。
（30°超～90°の曲り部は条件付きで対応）
※途中に分岐部がある場合は、立坑の増設および分岐処理など協議が
必要となります。
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10

自立管としての耐外圧強度

呼び径
（mm）

土被り
（cm）

発生応力
（MPa）

許容曲げ
応力

Sf=2.5
（MPa）

判定 たわみ率
（%）

許容
たわみ率
（%）

判定

200
60 9.1

28.8 ○
3.66

5 ○100 7.1 2.83
200 6.9 2.76

400
80 9.2

28.8 ○
3.30

5 ○100 8.4 3.00

200 8.2 2.92

600
100 8.6

28.8 ○
3.01

5 ○150 8.4 2.94

200 8.4 2.94

800
120 8.6

28.8 ○
3.12

5 ○160 8.2 2.98

220 8.4 3.06

RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社

11

11

耐震性

口径
（mm）

耐震照査結果 許容値 判定

レベル1 レベル2 レベル1 レベル2 レベル1 レベル2

300 0.3707% 0.8125% 0.6% 1.2% ◯ ◯

600 0.2993% 0.7393% 0.6% 1.2% ◯ ◯

RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社

水道施設耐震工法指針(一体構造管路の計算方法)に準じた、
レベル1およびレベル2の耐震照査結果

141



12

12

水理特性

RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社

更生管の内径は縮小しますが、流量係数の改善により、流量は既設管
（水道用ダクタイル鋳鉄管 JWWA G 113）に比べ向上します。

適応管径
（既設管内径）

（mm）
更生管厚
（mm）

更生管内径
（mm）

更生前流量
（m3/sec）

更生後流量
（m3/sec）

流量比
（更生後÷

更生前）

φ200 4.7 190.6 0.02523 0.02829 1.121

φ400 7.8 384.4 0.15645 0.17932 1.146

φ600 11.4 577.2 0.45490 0.52283 1.149

φ800 13.5 773.0 0.97008 1.12795 1.163

13

13

経済性(1) 土被り1.5ｍの場合

RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社
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00
m

）
（

直
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工
事

費
）

既設管呼び径（mm）

更生工法／開削による布設替え 費用比率

管更生 布設替え 管更生/布設替 比率

※1：概算工事費は舗装本復旧費を含む
※2：掘削深3.80mを超える場合は、土留工を鋼矢板圧入で計上
※3：管更生は1スパン50mを2箇所で設定し、発進・到達立坑を1箇所ずつ計4箇所計上
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14

経済性(2) 土被り3.0ｍの場合

RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社
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管更生 布設替え 管更生/布設替 比率

※1：概算工事費は舗装本復旧費を含む
※2：掘削深3.80mを超える場合は、土留工を鋼矢板圧入で計上
※3：管更生は1スパン50mを2箇所で設定し、発進・到達立坑を1箇所ずつ計4箇所計上

14

15

30年以上の実績があるチューブテックス 工法

RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社

®

近年の施工実績
チューブテックスR工法(水道用途)：47km／年(欧州：20km／年、ロシア：17km／年、カナダ他：10km／年)
チューブテックスW工法(ガス用途)：11km／年(ロシア10km／年、他1km／年)

国内の主な実績：静岡県での工業用水道管更生

プロジェクト名：静清工業用水道事業・袖師線配水管布設替工事
（交差点横断の更生）
場 所：静岡県静岡市
工 法：チューブテックス
管 径：600mm

パイプの用途：工業用水
更生長さ：49m

海外の主な実績：スロバキア共和国での水道管更生

場 所：スロバキア共和国 ブラティスラバ市
工 法：チューブテックス R
管 径：800mm

パイプの用途：水道管
更生長さ：180mm

プロジェクト名：ブラティスラ市 水道管更生

その他、実績多数
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RTI JAPAN パイプソリューションズ株式会社

ご清聴ありがとうございました
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技 術 概 要 
 

技術名称 
保全カレンダー型機械設備管理システム

FLiPS 

担当部署 営業部 

担当者 張佳蕊 

NETIS登録番号 KT-230050-A 電話番号 045-682-7070 

会社名等 株式会社ウェーブフロント MAIL jiarui_zhang@wavefront.co.jp 

技術の概要 ホームページ 

 
 

 

１．技術開発の背景及び契機 

設備保全において保全計画の策定や設備台帳の作成および管理は非常に重要です。昨今

の設備は技術の進化により複雑化し、人手だけではメンテナンス業務を効率的に管理でき

なくなってきました。 

機械設備管理システムは、的確なメンテナンス業務管理および保守計画の策定により、

設備資産の価値を最適化するのに役立ちます。また、機械設備管理システムに蓄積するデ

ータを故障分析や予知保全に活用することも可能となります。 

 

２．技術の内容 

保全カレンダー型機械設備管理システムFLiPSは、各種機械設備の保全業務・計画策定

についてカレンダーベースのシステム上で管理できるように開発された技術です。対象と

なる設備や機器、関連するメンテナンス作業の情報を一元管理し、保全計画を自動作成す

ることも可能となります。 

Webシステムのため、ブラウザが搭載されている機器をインターネットに接続すればい

つでも同じ環境で利用できます。 

 

３．技術の効果 

保全カレンダー型機械設備管理システムFLiPSは、カレンダーベースのシステム上で

設備台帳管理や計画策定などが可能であり、従来の紙やエクセルで設備台帳を作成・管

理するより作業時間が減少し、経済性の向上につながります。また、点検の計測値や設

備の運転情報を基に次回計画日を自動計算し、保全計画を自動作成し、省力化が図れま

す。さらに、設備や機器などの管理対象と作業をシステム上で集約・階層化することで

情報の整理ができ、種類別や点検方法別に合わせて見方を変えることが可能で、保全管

理業務の柔軟性が向上することを期待できます。 

 

４．技術の適用範囲 

・機械設備に対する保全活動の計画策定と業務管理 

・設備点検の予定、結果、検収の記録 

 

５．活用実績（2023年10月11日現在） 

自治体（九州以外 1件）   民間（九州 2件、九州以外 15件） 
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６．写真・図・表 

 

 
  図－１ システム画面（例１）           図－２ システム画面（例２） 

 

 

  
図－３ システム利用イメージ            図－４ システム構成 

 

 

 
 

図－５ 定期イベント作成 
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Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved.  1

2023年
株式会社ウェーブフロント

Copyright © 2023 WAVE FRONT All Rights Reserved.

CAEソリューション

信頼性・安全性・
可用性・保全性評価

機械学習/IoT
Big Data解析

設備資産管理
システム

設立︓1990年3月
所在地︓横浜市西区みなとみらい2-3-3 クイーンズタワーB12階

株式会社ウェーブフロント

事業内容︓
◆ 各種CAE、信頼性評価ソフトウェア
◆ AI/機械学習ソフトウェア
◆ 設備保全管理システムを中心としたIoTシステムの構築

主要取引分野︓
自動車、航空・宇宙、重工業、電気・電子、半導体、
エネルギー、建設、鉄道通信、製薬、大学など研究機関

会社概要および事業案内

2
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3

FLiPSとは FLiPS（Flexible Tree Viewer for Planning, Scheduling and Coordination）

設備保全最適化システム（PM Optimizer）の保全カレンダーで培った技術を活かした、

Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

カレンダーベースの作業管理システム

施設や設備、機器、工程に対する各種イベントを時系列で管理

・設備管理
・工程管理
・品質管理
・原価管理

・予防保全
・事後保全
・計画作業の可視化
・中長期計画の策定

4

管理の単位を変更することが可能で、
設備管理から工程管理まで様々な目的に活用できる。

Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPSとは

設備ごと

工程ごと

設備台帳や作業に関する項目について
目的に合わせてデータの表示を変更可能

ピボットテーブルの
ような形で

柔軟に変更可能

・計画保全
・事後保全
・工程管理
・品質管理

・トレーサビリティ
・原価管理
・購買管理

etc...
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5Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS概要紹介

6Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS概要紹介 情報をオブジェクト、イベント、タスクの単位で管理

オブジェクト
(設備)

タスク
(作業項目)

イベント
(予定/実績)

事務所
建屋
B-01

大規模修繕 2001/7/1
外壁修理完了

保守点検

2019/9/1
完了

2024/9/1
予定

ポンプ本体
タンクヤード
A-PP-01

分解点検

2020/8/1
完了

2023/8/1
計画

不具合対応 2021/9/20
対応完了

•設備や機器などの保全対象を登録します。
オブジェクト

•作業の種類を管理します。

タスク

•日付、ステータス(状況)、コストなどの
予定と実績の記録を管理します。

イベント

情報をオブジェクト、タスク、イベントという
単位で管理
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7Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS概要紹介 メイン画面表示の見方

設備、作業工程及び作業の項目
別途設定で表示したい項目を選択可能

実績(履歴)/予定
予実管理の他、点検結果（計測
値含む）やかかった費用、停止
時間、不良数等も表示可能

8Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS概要紹介

年、月、日ごとに各種データを管理している。
ダブルクリックで詳細の確認が可能。

ダブルクリック
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9Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS概要紹介

ダブルクリック

問題が発生した際に関連した作業を実施した場合、
関連イベントと呼ばれる機能を用いて紐づけることが可能。

時系列で状況を把握、トレーサビリティを確保

10Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS概要紹介 電子帳票システムと連携し入力を簡易化

作業依頼 作業
結果報告

Excelによる結果入力
（一括登録も可能）

処置計画

異常記録

タブレットによる
検査や処置結果入力
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11Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS概要紹介 将来の費用や在庫、作業が予測可能

期間を指定して作業計画を作成する定期イベントの機能では
サービス提供周期の他、必要となる予備品や費用の項目をコピーして計画を立てる事が可能。

作業内容
作業費用 作業間隔

計画/実績

長期計画の策定で100年先の費用予測といった事も可能。

12Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS機能紹介
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13Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS機能紹介 階層設定は、自由に変更可能

オブジェクトとタスクの、どの項目値
を親にして何階層のツリー表示をする
か、画面で随時変更可能。

階層の設定は、いつでも
全ユーザーが変更可能。

変更した階層設定を次回ログイン時に
も再現したい場合は、ビューポイント
（表示方法に名前を付けて保存する）
機能で、保存可能。

14Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS機能紹介 定期イベント作成

未来に必要な金額が見える化できる

定期イベントを作成しておくことで、
作業漏れ防止になる

作業周期（日、月、年などの間隔）
をタスクに登録しておき、カレン
ダー上で選択した範囲に作業予定日
を計算してイベントを作成できる。

作業予定日が休業日の場合は、前倒しや
後送りして営業日に作成することができる。

予算の標準金額などを予めタスクに
登録しておき、定期イベント作成時
にイベントの予算金額にコピーする
ことが可能。
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15Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS機能紹介 グループ化（工事管理）

複数のイベントをグループ化して一括管理することができる。

親イベント

子イベント

カレンダー上の1セル内には
上段には親イベントで入力したグループ内の合計予算金額を表示し
下段には、予算金額を按分した予算金額詳細を表示している。

上段：親予算
下段：子予算 入力値のコピー

数値の按分や集計

グループ
親イベント

子イベント
子イベント

子イベント

16Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS機能紹介 シミュレーション

シミュレーションモードの画面
青い数値は、シミュレーションモードで
変更した一時保存データ。

シミュレーション中に行った変更は、
シミュレーションモードを終了すると破棄される。

シミュレーション内容を保存したい場合は、
表示中の内容をExcel帳票として出力。

コストや作業員の
山積み・山崩しのシミュレーションに利用
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17Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS機能紹介 Excelで帳票出力

FLiPSデータベースに保存されているデータを
任意のフォーマットのExcel帳票として出力可能。

出力したデータをExcelのマクロやグラフ
作成機能を用いて統計などを出力可能。

18Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPS機能紹介 外部リンク機能

FLiPSから他webシステムを起動可能。
(FLiPSの登録内容をパラメータとして連携可能)
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19Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

FLiPSシステム構成

アプリケーションサーバー

データベース

Tomcat，Weblogic

PostgreSQL，Oracle：

：

WEBシステム

サーバー クライアント
Windows Server 2012 R2

Windows Server 2016

Windows Server 2019

Google Chrome（推奨）

Microsoft Edge

20Copyright © 2022 WAVE FRONT All Rights Reserved. 

〒220-6112
神奈川県横浜市西区みなとみらい2-3-3
クイーンズタワーB 12階

株式会社ウェーブフロント
https://www.wavefront.co.jp

sales@wavefront.co.jp

045-682-7070

お問合せ
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技 術 概 要 
 

技術名称 AOS工法 担当部署 AOS事業本部 

NETIS登録番号 CB-170021-VE（活用促進技術） 担当者 泉川 淳 

社名等 リノブリッジ株式会社 連絡先 
052-908-8277 

aos@renobridge.jp 

技術の概要 AOS工法（ARCHIST ONEPIECE-GEL SYSTEM工法）は、同じアスファルト乳剤系の伸

縮材と防水材を使用することで埋設型伸縮装置設置工と塗膜系床版防水工の工期短

縮と品質の向上を実現し、橋梁に伸縮装置機能と防水機能を保持させる工法です。 

AOS工法では、これまで個別に構成されていた橋面防水と桁端部の防水を一体的な止

水層で構成する止水構造を形成します。 

従来工法と同等水準の品質を保持しながら、15%以上のコスト低減、品質の安定化、

工期短縮等の多数のメリットがあります。 

2023年9月末日現在で全国671橋梁の販売実績がございます。 

 
 ※2023年度（4月～10 月）迄。 

九州地区では、九州地方整備局宮崎河川国道事務所管内１橋梁をはじめ、福岡県内3橋

梁、佐賀県内8、長崎県内10、熊本県内9、大分県内2、宮崎県内2、鹿児島県内19橋梁の

実績があります。機材の手配と回収が不要であることに高い評価をいただき、離島での

実績が増えております。 

 

AOS工法で実施している性能照査試験は以下のとおりです。 

17 21
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

AOS工法施工実績
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技 術 概 要 
 

技術名称 GGRW工法 
担当部署 建材グループ 

担当者 東 洋一 

NETIS登録番号 KK-220072-A 電話番号 06-6397-2081 

会社名等 茶谷産業株式会社 MAIL y.higashi@chatani.co.jp 

技術の概要 
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ＧＧＲＷ工法
道路橋舗装補強防水工法

床版舗装補強・防水工法研究会

茶谷産業㈱建材グループ

1. 道路インフラを取り巻く課題
2. 道路橋の劣化について
3. GGRW工法とは
4. GGRW工法の効果
5. GGRW工法の施工
6. 性能照査試験
７. 曲げ負荷試験と加圧透水試験

本日の内容
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1.道路インフラを取り巻く課題

高度成長期以降に集中的に整備された社会資本が今後一斉に老朽化。建
設後５０年以上経過する施設の割合が加速度的に高くなり維持管理・更新
にかかるコストが増加。一方、深刻な少子高齢化及び人口減少が見込まれ
財政面においては厳しい状況。社会資本の機能を維持していくためには、
維持管理・更新計画等に工夫をこらしトータルコストの縮減が求められる。

3% 6%
5%

16%

70%

道路種別橋梁数

都道府県道

高速自動車国道
約21000橋

直轄国道
約41000橋

補助国道
約35000橋

市町村道
約513000橋

約72万橋

２. 道路橋の劣化について

・交通荷重の繰り返し作用による疲労蓄積

床版とアスファルト舗装面にひび割れが発生。

・水の浸入によるすり磨き作用の発生

床版と舗装の劣化を著しく促進し床版耐久性が低下。

道路橋の耐久性維持のためには舗装及び床版のひ
び割れを抑制することと、水の浸入を防ぐことが重要。
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３．ＧＧＲＷ工法とは

「ＧＧＲＷ工法」とは

防水効果と補強効果を同時に付与する床版
防水工法。

コンクリート床版上に加熱型アスファルト系塗
膜防水材と補強層となる高強度ガラスグリッド
を敷設し両者を一体化。

ガラスグリッドにアスファルトと親和性を有する
樹脂を含浸させ接着性を向上。

床版と舗装および防水層を一体化。

４．ＧＧＲＷ工法の効果

強靭なガラスグリッドにより防水性能および供
用後の耐久性を向上。

補強層のガラスグリッドの特性である引張強度
の強さにより輪荷重を広範囲に分散し疲労を
軽減。

舗装ひび割れ、わだち掘れ、ポットホール、側
方流動を抑制。

防水層に加熱型アスファルトを採用し短時間
での交通解放を実現。

GGRW工法は舗装及び床版のひび割れを抑制
することと、水の浸入を防ぐことを同時に実現
できる舗装補強床版防水工法。
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５．ＧＧＲＷ工法の施工

・使用材料

プライマー「エバゾールS」

防水材「フジロードコート」

補強層「GGグリッド」

・副資材

成型目地材「フジシート」

端末処理材「網状ルーフ」

排水処理材「ペーブドレーン」

６．性能照査試験
NEXCO構造物施工管理要領準拠

床版部と端部の重ね合せ部グレードⅠＡ
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７．性能試験（曲げ負荷試験と加圧透水試験）
舗装調査・試験法便覧（H31版）

「舗装調査・試験法便覧（H31版）
B005曲げ試験方法」

「舗装調査・試験法便覧（H31版）
B017アスファルト混合物の加圧透水試験方法」

ご清聴、有難うございました。
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技術名称：屋外長距離用無線アクセスポイント「ホップワイド LAN」 

NETIS 登録番号：KT-220212-A 

 

古野電気株式会社 石野祥太郎 

〒662-0843 兵庫県西宮市神祇官町 8 番 1 号 

shotaroh.ishino.qx@furuno.co.jp 

携帯 070-2904-8897 

 

１．技術開発の背景 

建設現場のデジタル化には現場内ネットワークの構築が必須です。現場内で長期間にわ

たり運用できる耐環境性・堅牢性や、現場作業を妨げず設置でき、誰でも簡単に全域Wi-Fi

を構築できる通信システムが求められていました。 

 

２．技術の内容 

メッシュアクセスポイントと指向性アンテナを一体化！ 

 

 

筐体内にメッシュアクセスポイントと指向性アンテナ、AC/DC電源を内蔵。薄型なので、

工事の妨げにならない設置が可能、直径 2ｍのトンネルにも設置が可能です。トンネルなら

坑内の壁面に設置するだけで利用可能です。無線メッシュ対応で、LAN配線要らずで現場

内をネットワーク化します。 
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坑内全域Wi-Fi を実現 

 

長距離の坑内全域のどこでもインターネットに繋がるため、遠隔臨場(カメラ)やWeb会議

ツールの導入に最適です。電波の飛びにくい小径トンネルや、セントルなどの障害物の多

い環境においても、従来製品よりも長距離の範囲で利用可能です。 

 

無線免許が不要で誰でも簡単に設置・移動が可能 

  

可搬式のため、追加の設置・移動も簡単で、高い設置性を有します。アンテナ角度の調整

なども不要で、設置は誰でも可能です。200V電源にも対応しており、現場の電源をそのま

ま利用可能です。導入には無線申請なども不要です。筐体は強化プラスチック製のため、

非常に堅牢です。 

 

３．導入実績 

道路トンネル舗装工事（幅 10m, 全長 1.3km） 

小径シールドトンネル工事（幅 3m, 全長 0.8km） 

山岳トンネル工事（幅 12m, 全長 2.6km） 

 開発秘話 製品紹介 
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FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved.

土木現場向けWi-Fiシステム
「ホップワイドLAN」

NETIS: KT-220212-A

古野電気株式会社

建設新技術発表会

FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 1

発表内容

１．新技術概要
２．導入実績・利用用途
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FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 2

新技術概要

構成例

電源要

元回線
（親機のみ）

電源要

電源要

✔メッシュアクセスポイントと指向性アンテナを一体化
薄型の筐体を置くだけ、LANケーブルいらずで施工の妨げにならない

✔坑内全域Wi-Fiを実現
どこでもインターネットに繋がり、遠隔臨場(カメラ)やWeb会議ツールの導入に最適

✔無線免許が不要で誰でも簡単に設置・移動が可能
追加の設置・移動も簡単、200V電源にも対応

カメラ

カメラ

FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 3

メッシュアクセスポイントとは

メッシュAPならLAN配線は不要で増設・移動も簡単

中継アクセスポイントを増設すれば通信エリアの拡張が可能

無線 無線
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FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 4

アンテナの指向性

電波放射範囲

ホップワイドLAN
指向性アンテナでビーム状に放射

電波放射範囲

約50m

従来AP
無指向性アンテナ※で周囲均等に放射

側面

水平：35°

上面

水平：35°垂直：10°垂直：10°

約500m

AP
約50m

上面
側面

側面

上面

FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 5

全域Wi-Fiを実現

Wi-Fi

Wi-Fi&バックホール Wi-Fi&バックホール

スポットWi-Fi(4.9GHz帯など)
バックホール

Wi-Fi Wi-Fi

全域Wi-Fi

バックホール

全域Wi-Fiなら坑内のどこでもインターネットに繋がり、

遠隔臨場(カメラ)やWeb会議ツールの導入に最適

2つのチャンネル

×
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FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 6

機器の構成

メッシュAP

472mm

366mm

160mm

薄型筐体にメッシュアクセスポイントと指向性アンテナを一体化

子機はLANケーブルいらずで施工の妨げにならない

FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 7

製品

無線LAN規格 5GHz帯のみ (屋外利用可)

寸法 [mm] W472×H366×D160 

重量 5.0kg

動作温度 －20℃～50℃

電源 AC 100/200V

防水・防塵 IP65

NETIS KT-220212-A

[表] [裏]

付属品

電源ケーブル
(端子選択可能)

(100V)

(200V)

オプション

タル木止めクランプ

https://www.monotaro.com/g/03043062/
https://www.monotaro.com/g/02600984/

※

対応品※
・平和技研製
・TKKCL(信和製)

機器仕様

200V電源対応でダウントランス不要

追加の設置・移動も簡単、もちろん免許不要
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FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 8

クラウド監視

現場に設置したアクセスポイントの稼働状態を確認
回線トラブルなどの現場対応のリモート化を実現

死活監視

ノード接続状況

ダッシュボード

・アクセスポイント死活監視
・接続状況の確認
・SSID、PW設定変更など

FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 9

発表内容

１．新技術概要
２．導入実績・利用用途
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FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 10

山岳トンネル シールドトンネル

橋梁

適した現場

直線的で長距離の環境に最適

FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 11

直径10m

坑口
0m

元回線

200m

快適

良

困難

1300m
800m

1100m

導入事例: 山岳道路トンネル

✔ 掘削トンネル現場でも安定動作、耐環境性◎
✔ 壁際に置くだけ、位置合わせは不要で、左右どちらの壁でも可
✔ カーブのある大径トンネルの全長1300mを3台で全域Wi-Fi化
（900mの直線区間は1台のアクセスポイントでカバー）
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FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 12

導入事例: 小径トンネル

✔ 導入後の増設や移動も簡単
✔ 複数台配置でトンネルに急なカーブがあっても通信可能
✔ 電波の届きにくい小径トンネルでも全域Wi-Fi化

快適

良

困難直径3m

坑口
0m

400m
700m

800m元回線

FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 13

資材、重機置き場

坑口
0m 200m

500m 2100m 2300m
切羽
2600m

セントル シート台車

300m程の区間で
通信困難

快適

良

困難

✔ LAN配線が不要なため、セントルに固定も可能
（セントル移動中もWi-Fi利用可能で盛替え対応が不要）

✔ 障害物の多いトンネルの全長2600mを5台で全域Wi-Fi化

直径12m

導入事例: セントル内通信
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FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 14

導入事例: 山岳での衛星通信の活用

✔ 光回線の敷設が困難・携帯回線の入らない山岳部では衛星回線が有効
✔ 上空に見通しが取れる環境であれば、どこでもアンテナ設置が可能

Starlink
アンテナ

FURUNO ELECTRIC CO., LTD. All Rights Reserved. 15

さいごに

現場DXを実現する通信インフラの導入を是非ご検討ください
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